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本レポートの内容◆ 

【１】“人気週刊誌”報道で再燃した退職金課税問題 

【２】税制改訂を“判断”するマネジメント視点とは？ 

【３】“事実”を的確にとらえることが何より大事！ 

【４】“目的”確認と“総合検討”が重要になる背景 

【５】“総合検討”って例えばどんなことなのか…？ 

“感情”に響きがちな情報に 

冷静なマネジメント視点で対応する 

課税額が増える話には、確かに不快感を超えるものがある。特に昨

今の“国の財政問題”には、言うべきことも少なくない。 

しかしそれは“外的条件”であって、経営には“冷静に変化に対応

する”ために“自分はどうするか”という内的視点が必要になる。 

そんなマネジメントの内的視点を、いかにして持つか…、そう考え

ると３つの視点があらわれる。 
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